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出来た、できた !

上手に焼けて完成だ !

昼

の

星

所
長

浅
野
　
秀
治

数
年
前
の
こ
と
に
な
る
が
、

あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

聞
い
た

『昼
の
星
』
と
い
う
話
を
ま
だ
記
憶
し
て
い
る
。

昼
で
も
星
は
輝
い
て
い
る
。

見
え
な
い
の
は
太
陽
の
光

に
遮
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

昼
で
も
暗
い
井
戸
の
底
か

ら
見
上
げ
れ
ば
星
が
見
え
る
は
ず
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。

経
済
価
値
の
よ
う
な
量
的
に
測
り
易
い
も
の
と
比
べ
、

文
化
や
芸
術
の
よ
う
な
精
神
的
価
値
は
、

見
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

『昼
の
星
』
に

例
え
た
の
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
も

『昼
の
星
』
と
言
え
る
。

地
下
に
眠
っ

て
い
る
た
め
、

発
掘
し
な
い
限
り
私
た
ち
の
目
に
触
れ

る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

数
百
年
か
ら
数
千
年
前

の

先
人
た
ち
の
営
み
の
し
る
し
が
確
か
に
存
在
す
る
の
で

あ
る
。

そ
ん
な
も
の
は
飯
の
種
に
な
ら
な
い
と
い
う
人

も
あ
ろ
う
が
、

学
術
文
化
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
経
済
価

値
に
換
算
で
き
な
い

『宝
の
山
』
で
も
あ
る
。

パ
リ
、

ロ
ー
マ
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、

西
安
、

京
都

な
ど
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
魅
力
的
な
都
市
は
、

例
外
な
く
自
ら
の
歴
史
を
誇
り
に
し
て
い
る
。

活
発
な

都
市
活
動
を
続
け
な
が
ら
同
時
に
史
跡
や
遺
物
を
大
切

に
し
、

そ
れ
ら
が
見
事
に
調
和
し
た
都
市
に
私
た
ち
は

感
動
す
ら
覚
え
る
。

地
道
な
発
掘
調
査
に
よ
り
歴
史
が
書
き
変
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

経
済
価
値
に
換
算
す
る
こ
と
は
困
難
に

し
て
も
、

先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
に
光
を
あ

て
、

後
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
あ
る
。

醸紳
1 靭
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西
国
分
寺
分
室
で
は
、

「旧
国
鉄
中
央
鉄

道
学
園
跡
地
」
内

（敷
地
面
積
２２
万
２３４
２ｍ

）

の
約
５
万
８
千
ポ
を
、

平
成
７
年
か
ら
１０

年
ま
で
の
４
年
間
で
発
掘
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

赤
土
の
中
か
ら
石
器
１
万

３
千
側
点
、

礫
３
千
８７７
点
、

合
計
１
万
７

千
４８７
点
の
膨
大
な
旧
石
器
時
代
の
資
料
が

検
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、

こ
の
中
か
ら
５
点
の
資
料
が

接
合
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
石
器
は
、

調
査
区
の
東
側
の
野
川

に
向
か
う
浅
い
谷
部
に
位
置
す
る
遺
物
集

中
部
か
ら
出
上
し
ま
し
た
。

出
土
層
位
は
、

立
川
ロ
ー
ム
第
Ⅳ
層
上

部

（約
１
万
７
千
～
８
千
年
前
）
で
す
。

集
中
部
の
構
成
点
数
は
９５４
点
、

そ
の
う
ち

９４５
点

（
９９
％
）
が
黒
曜
石
で
、

６‐３
点

（
６４

％
）
が
砕
片

（最
大
長
ｌ

ｃｍ
以
下
の
剥
片

類
）
で
す
。
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こ
の
こ
と
か
ら
、

本
集
中
部
で
は
黒
曜

石
の
石
器
製
作
と
と
も
に
主
と
し
て
細
部

調
整
加
工
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
に
折
れ
た
黒
曜
石
の
ナ
イ
フ

形
石
器
は
、

先
端
部
付
近
に
３
点
の
調
整

加
工
砕
片
が
重
な

っ
て
接
合
し
ま
し
た
。

１
点
は
、

先
端
か
ら
ｌ

ｃｍ
付
近
で
、

調

整
を
加
え
て
幅
が
３

ｍｍ
減
少
し
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、

同
じ
様
な
場
所
を
叩
い
て
鋭

く
尖
ら
せ
た
先
端
部
を
含
む
部
分
が
剥
離

さ
れ
、

石
器
自
体
の
長
さ
が
２

ｍｍ
減
少
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
３
点
目
は
、

さ
ら
に

同
じ
場
所
を
叩
き
、

側
縁
部
分
を
調
整
し

て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、

接
合
し
た
調
整
加
工
砕

片
は
、

打
面
部
分
が
線
状

を
な
し
、

頭
部
に
微
細
な

剥
離
痕
が
集
中
し
、

縦
断

面
が

「し
」
の
字
状
を
呈

す
る
の
が
特
徴
的
で
す
。

こ
の
ナ
イ

フ
形
石
器

は
、

最
終
的
に
は
調
整
加

工
砕
片
が
接
合
し
て
い
る

場
所
か
ら
約
１
・
５

ｃｍ
下
の
器

体
中
央
部
付
近
を
調
整
加

工
中
に
、

加
工
の
衝
撃
に

よ
り
本
体
が
三
分
す
る
よ

う
な
破
損
が
生
じ
て
廃
棄

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、

こ
の
ナ
イ
フ

形
石
器
を
詳
し
く
み
る
と
、　

一
連
の
調
整

加
工
で
手
を
加
え
た
の
は
正
面
左
側
縁
部

分
の
先
端
か
ら
２

ｃｍ
の
部
分
で
あ
り
、

結

果
的
に
は
全
体
の
大
き
さ
が
約
１
割
ほ
ど

減
少
し
た
だ
け
で
、

平
面
の
形
状
も
石
器

自
体
の
長
軸
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま

せ
ん
。

最
初
の
砕
片
が
剥
離
さ
れ
る
以
前
の
平

面
先
端
角
度
は
約
５５
度
で
、

最
終
的
な
先

端
角
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

加
工
中
破
損

す
る
よ
う
な
危
険
性
を
犯
し
て
ま
で
、

何

故
こ
の
よ
う
な
調
整
加
工
を
施
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
？

強
い
て
違
い
を
挙
げ
れ
ば
、

加
工
前
に

は
側
面
の
先
端
角
度
が
３５
度
だ
っ
た
の
が
、

加
工
後
に
は
４５
度
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
し
か
し
、

こ
れ
も

一
般
的
に
は

「
ナ
イ
フ
形
石
器
の
先
端
部
は
刺
突
と

い

う
機
能
が
考
え
ら
れ
る
」
「刺
突
に
は
、

先
端
角
度
の
大
き
い

（鈍
い
）
も
の
よ
り

角
度
の
小
さ
い

（鋭
い
）
物
の
方
が
有
利

で
あ
る
」
と
い
う
現
在
考
え
ら
れ
る
観
点

か
ら
は
、

理
解
し
難
い
変
更
で
す
。

遺
跡
か
ら
壊
れ
た
石
器
が
出
土
す
る
と
、

「作

っ
て
い
る
時
や
、

使

っ
て
い
る
時
に

壊
れ
た
」
と
単
純
に
解
釈
さ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、

小
さ
な
資
料
を
丹
念
に
接
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、

う

つ
か
り
す
る
と
見
過

ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
指
の
爪
よ
り
小
さ

い
砕
片
類
が
、

当
時
の
人
々
の
石
器
製
作

の
鍵
を
握

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

発
掘
調
査
で
は
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て

検
出
し
、

室
内
整
理
で
は
ピ
ン
セ
ツ
ト
を

用
い
て
根
気
よ
く
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
。
こ

の
二
つ
の
作
業
が
結
び
つ
い
て
、

今
ま
で

窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
新
た
な

情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ナ
イ
フ
形
石
器
に
調
整
加
工
砕
片

が
３
点
重
な

っ
て
接
合
し
た
例
は
、

日
本

で
最
初
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

同
じ
石

器
集
中
部
か
ら
は
、

ナ
イ
フ
形
石
器
未
製

品

（剥
片
素
材
）
と
両
面
体
尖
頭
器
未
製
品

（石
核
素
材
）
の
接
合
例
も
あ
り
ま
す
。

整
理
作
業
が
進
む
に
つ
れ
て
、

さ
ら
に

新
た
な
情
報
や
発
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（五
十
嵐

彰
）

ｍ
　
ｅ

瑠

ｇ

分

の
か

ら

眺

辮

潮

解

腸

暇

蛍光X線 分析により長野県小深沢産の黒曜石と推定
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上
屋
敷
庭
国
内
の
池
跡

現
在
、

汐
留
遺
跡
で
は
仙
台
藩
伊
達
家

上
屋
敷
内
の
庭
園
跡
を
調
査
中
で
す
。

調

査
区
内
で
は
大
小
の
池
跡
が
重
層
的
に
見

ら
れ
、

こ
の
庭
園
は
池
を
中
心
に
し
て
何

度
か
造
り
替
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
特
に
庭
園
内
の
大
池

に
関
し
て
、

絵
画
史
料
を
頼
り
に
そ
の
年

代
上
の
位
置
を
大
ま
か
に
見
て
い
く
こ
と

に
し
ま
す
。

発
見
さ
れ
た
大
池
は
長

さ
約
９０
ｍ
、

幅
約
３５
ｍ
で

す
が
、

護
岸
の
石
積
み
が

所
々
二
重
、

三
重
に
廻

っ

て
お
り
、

造
り
替
え
が
明

ら
か
で
す
。

特
に
西
側
部

分
は
縮
小

・
改
築
の
痕
跡

が
顕
著
で
、

最
終
的
に
こ

の
大
池
は
長
さ
約
６８
ｍ
、

幅
約
３５
ｍ
に
縮
小
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

仮
に
、

縮
小
以
前
の
大
池
を

遺
構
Ａ
、

最
終
的
な
姿
の
そ
れ
を
遺
構
Ｂ

と
呼
び
ま
す
と
、

遺
構
Ｂ
に
は
、

「滝
」

や

「流
れ
」
そ
れ
に

「中
島
」
や
数
ケ
所

の

「渡
り
橋
」
も
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

遺
構
Ａ
が
い
つ
の
頃
か

縮
小
さ
れ
て
遺
構
Ｂ
に
な

っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

さ
て
、

仙
台
市
内
の
旧
家
に

『伊
達
家

芝
上
屋
敷
絵
図
』
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
庭
園

内
の
大
池
は
規
模

・
形
状
と
も
に
遺
構
Ａ

に
そ

っ
く
り
で
す
。
こ
の
絵
図
は
享
保
１９

（‐７３４
）
年
か
ら
天
明
４

（
‐７８４
）
年
頃
の
屋

敷
内
を
描
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、

遺
構
Ａ
は
１８
世
紀
代
、

そ
れ
以

前
の
遺
構
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

伊

達
屋
敷
は
延
宝
４

（‐６７６
）
年
に
下
屋
敷
か

ら
上
屋
敷
に
な
る
時
、

屋
敷
地
を
海
手
側

に
拡
張
し
ま
す
が
、

遺
構
Ａ
の
範
囲
は
そ

の
拡
張
部
分
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、

最
初

の
築
造
年
代
も
延
宝
４
年
を
遡
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

庭
園
を
描

い
た
も
う

一
つ
の
史
料
に

『江
戸
藩
邸
芝
口
上
屋
敷
庭
園
図
』
（図
参

照
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
仙
台
出
身

の

絵
師
菊
田
伊
洲

（‐７９‐
～

‐８５２
）
が
描
い
た
も

の
で
、

庭
園
に
は

「築
山
」
や

「中
島
」

そ
れ
に
数
か
所
の

「渡
り
橋
」
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
面
形
を
描

い

た
も
の
で
は
な
い
の
で
不
明
な
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、

「中
島
」
や
三
か
所
の
「渡
り

橋
」
の
位
置
は
遺
構
Ｂ
に
付
帯
し
て
検
出

さ
れ
た
位
置
と
ピ

ッ
タ
リ
と

一
致
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、

遺
構
Ａ
と
遺
構
Ｂ
は
近

世
絵
画
に
描
か
れ
た
内
容
と

一
致
す
る
と

い
う
発
掘
史
上
ま
れ
に
見
る
調
査
例
と
し

て
、

私
た
ち
の
目
の
前
に
姿
を
現
し
た
の

で
す
。

遺
構
Ｂ
の
築
造
年
代
は
菊
田
伊
洲

が
活
躍
し
た
１９
世
紀
前
半
を
中
心
と
し
て
、

遡

っ
て
も
１８
世
紀
末
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（福
田
敏

一
）
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江戸藩邸芝回上屋敷庭園図

出
土
遺
物
に
み
ら
れ
る

黒
色
物
質
に
つ
い
て
０

遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器
や
木
製
品
に

付
着
し
て
い
る
黒
色
物
質
に
は
、

漆
や
ア

ス
フ
ア
ル
ト
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有

機
化
合
物
は
、

加
熱
す
る
と
容

易
に
変
質
し
、

燃
焼
す
る
と
黒

い
炭

（
Ｃ
）
に
な
り
ま
す
。

出
土
遺
物
に
み
ら
れ
る
黒
色

物
質
は
、

置
か
れ
た
土
中
環
境

で
、

材
質
の
腐
敗
、

劣
化
、

溶

出
、

剥
落
が
お
こ
り
、

も
と
の

状
態
が
失
わ
れ
る
上
に
、

使
用

中
に
受
け
た
熱
の
影
響
で
炭
化

に
近
い
状
態
に
も
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
有
機
質
材
料
を
同

定
す
る
に
は
、

フ
ー
リ
エ
変
換

赤
外
線
分
光
法

（
ＦＴ
Ｉ
ＩＲ
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
資
料
に
赤
外
線
を
照
射
し
て
、

そ

の
吸
収
波
長
か
ら
物
質
の
構
造
を
解
析
す

る
方
法
で
、

有
機
物
質
の
同
定
に
は
極
め

て
有
効
で
す
。

今
後
し
ば
ら
く
、

ＦＴ
Ｉ
‐Ｒ
に
よ
る
素
材

の
同
定
を
紹
介
し
ま
す
。

（門
倉
武
夫
）

フーリエ変換赤外分光計 (FTIR)

漆 とアスファル トの順波形
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平
成
１１
年
度
の
文
化
財
講
演
会
は
、

展

示
テ
ー
マ

「土
と
木
と
炎
と
」
に
合
わ
せ
、

古
代
、

丘
陵
の
生
産
活
動
に
関
連
し
た
内

容
で
企
画
し
ま
し
た
。

第

一
回
は
７
月
７
日

（水
）
に
ヽ
当
セ

ン
タ
ー
の
及
川
良
彦
副
主
任
調
査
研
究
員

に
よ
る

「土
　
土
器
の
原
料
―
時
代
で
変

わ
る
粘
上
の
掘
り
方
―
」
の
講
演
と
、

映

画

「埼
玉
の
瓦
職
人
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

‐０４
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回
は
、
９
月
４
日

（土
）。
都
内

遺
跡
調
査
会
の
松
原
典
明
氏
が
、

「炎
　
馬

の
絵
の
あ
る
窯
」
の
演
題
で
昨
年
ウ
マ
の

線
刻
画
の
発
見
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
瓦

谷
戸
窯
跡
群
の
調
査
の
模
様
を
講
演
し
、

映
画
は

「古
代
史
の
発
掘
」
を
上
映
し
ま

し
た
。

６８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
回
は
、

１０
月
２
日

（
土
）
。

鳩
山

町
教
育
委
員
会
の
渡
辺

一
氏
に
よ
る

「炎

古
代
の
焼
き
物
―
む
さ
し
の
国
の
須
恵

器
生
産
を
中
心
と
し
て
―
」
の
講
演
と
、

鳩
山
町
教
育
委
員
会
の
製
作
映
画

「よ
み

が
え
る
須
恵
器
の
む
ら
」
を
上
映
し
ま
し

た
。

９０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
１９
日

（木
）
２０
日

（金
）
に
土
器

製
作
、
９
月
１１
日

（土
）
に
野
焼
き
と

い

う
、
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

親
子
８‐
組
、　

一
般
８６
名
、

計
１６７
名
と

い

う
多
数
の
応
募
者
の
中
か
ら
、

今
年
は
、

例
年
よ
り
多

い
１０
組
の
親
子
を
含
む
、

３９

名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

見
事
な
土
器
が
で

き
上
が
り
ま
し
た
。

野
焼
き
の
日
に
は
、

焼
石
に
よ
る
煮
炊

き
や
、

古
代
米
の
竹
炊
飯
等
、

新
し
い
試

み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
様
子
は
、

巻
頭
写
真
に
て
推
測

く
だ
さ
い
。

仙
台
藩
伊
達
家
上
屋
敷
庭
園
跡
の
現
地

説
明
会
を
７
月
３
日

（土
）
に
開
催
し
ま

し
た
。

当
日
は
、

雨
が
降
り
続
く
あ
い
に
く
の

天
候
の
中
で
の
説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

雨
水
が
庭
園
の
池
に
溜
ま
り
、

当
時
の

様
相
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
が
、

足
元
は

泥
々
の
ぬ
か
る
み
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し

か
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱
心

な
見
学
者
が
１
１
０
０
名
も
あ
り
、

庭
園

跡
や
出
土
遺
物
の
展
示
、

泥
メ
ン
コ
の
型

抜
き
な
ど
の
行
事
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
１
日
は
国
民
安
全
の
日
で
あ
り
、

全
国
安
全
週
間
の
初
日
で
す
が
、

当
セ
ン

タ
ー
の
創
立
記
念
日
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
毎
年
安
全
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
が
、

今
年
の
第
１
席
に
は
、

藤
原
恵

美
子
氏
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、

瀧
沢
延
彦
医
師
に
よ
る

「健

康
と
生
活
習
慣
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。平

成
１１
年
度
の
職
員
研
究
助
成

（個
人

研
究
）
が
決
定
し
ま
し
た
。

鶴
問
正
昭
　
「古
代
金
属
器
模
倣
土
器

の
研
究
」

多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陀
７２
遺
跡

現
地
説
明
会

日
時
　
１１
月
１７
日

（水
）

・３

時

～

１５

時

（小
雨
決
行
）

場
所
　
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
陀
７２
遺
跡

京
王
相
模
原
線
「堀
之
内
」
下
車

徒
歩
１０
分

内
容
　
古
代

・
縄
文
中
期
の
集
落
跡

調
査
研
究
部
課
長
補
佐
千
野
裕
道
氏

（
４８
歳
）
は
、
７
月
２７
日
、

パ
キ
ス
タ
ン

に
て
、

高
山
病
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

慎
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

８
月
１６
日
付
け
で
、

鈴
木
雅
久
所
長
が

多
摩
教
育
事
務
所
に
転
出
し
、

後
任
に
は

出
納
長
室
よ
り
浅
野
秀
治
が
着
任
し
ま
し

た
。ま

た
、

１０
月
１
日
付
け
で
、

調
査
研
究

部
係
長
に
甲
崎
光
彦
が
就
任
し
ま
し
た
。

たまのよこやま 47

便!信ンン

汐留遺跡の見学風景

も
う

一
度
　
初
心
に
返

っ
て

要
チ
ェ
ッ
ク
！
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